
★★まちづくりの主体別に見た現状・課題の整理★★ 【資料3】

地域課題地域課題地域課題地域課題

【役割・特性】
<条例に規定する役割>
　「地域のつながり、自らの持つ知識及び専門性を生かし、様々なまちづくりの主
体と交流し、又は連携しながら参画と協働のまちづくりの推進に努める」

<特性>一定の地域を基盤として、地域に根ざした活動をしている団体。

【現状・課題】
1　自治会加入率の低下
2　住民の高齢化により、地域活動に支障が出ている
3　若者の地域活動への参加が少ない
4　活動者が固定している
5　PR力が弱い
6　人材の育成、発掘、活用が弱い

【役割・特性】
<条例に規定する責務>
「①市民等と連携し、参画と協働のまちづくりを推進する②政策等の立案、
実施及び評価の過程において、その内容、効果等を市民等に分かりやすく説
明する③市民等からの市政に関する質問、意見、要望等に対し、適切かつ誠

実にこたえる」

<特性>公益や公平、中立性のもと、各種行政サービスを提供する
公共団体。

【現状・課題】
1　職員の参画・協働に対する意識が低い
2　情報提供不足
3　縦割り組織による弊害

【役割・特性】
<条例に規定する役割>
　「地域のつながり、自らの持つ知識及び専門性を生かし、様々なまちづくり
の主体と交流し、又は連携しながら参画と協働のまちづくりの推進に努め

る」

<特性>社会的使命の達成を目的に、社会に利益をもたらす活動を
展開する団体。

【現状・課題】
1　活動基盤（資金、人材、拠点）が弱い
2　事業者や地域団体との協力・連携関係が少ない
3　他団体との交流の機会が少ない

【役割・特性】
<条例に規定する役割>
　「地域社会を構成する一員として自主的に参画と協働のまちづくり
に参加するよう努める」

<特性>組織や個人が行う、生産、営利などの一定の目的を
持った団体。

【現状・課題】
1　まちづくりへの取り組みが少ない
2　イベントへの市民参加が少ない
3　事業者の域を超えられないジレンマ

地域団体行　政

事業者 ボランティア・NPO
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【役割・特性】
<条例に規定する役割>
　「自らがまちづくりの主体であることを認識し、地域社会における生
活及び多様な社会経験を生かし、自主的に参画と協働のまちづくりに参

加する」

<特性>まちづくりに関心を持ち、社会的、公共的課題を自ら考え
行動できる個人

【現状・課題】
1　地域や行政に無関心な人が多い
2　地域参加へのきっかけがない
3　コミュニケーションを図る場が少ない
4　お互い様の精神、人情味が薄れてきた
5　ふるさと意識が少ない
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